
 

日本社会関連会計学会 第 38 回全国大会のご案内 
 

統一論題 

「社会関連会計からみた資本概念の再検討」 

2025 年 11 月 1 日（土）・２日（日） 

創価大学・大教室棟 

S201 教室・S202 教室・ニュープリンスホール 

 
ごあいさつ 

会員の皆様におかれましては，ますますご健勝のこととお喜び申し上げます。 
このたび，日本社会関連会計学会第 38 回全国大会を 2025 年 11 月 1 日（土）・2 日（日）
に八王子の創価大学・大教室棟におきまして対面開催いたします。 
  今回，統一論題のテーマとして「社会関連会計からみた資本概念の再検討」を掲げました。 
全国大会も 38 回目を迎えますが，３名のパネラーにご登壇いただき，統合報告思考や開示
範囲の拡大等に伴う資本概念の拡張をテーマに議論していきたいと考えております。 

自由論題の応募は当初の予想を大きく上回り，13 件もの応募がありました。かなりタイ
トなスケジュールになりましたが，活発な議論の場となることを切に願っております。 

会場までは，JR 八王子駅北口から創価大学行のバスに乗車いただければ，東京富士美術
館前・創価大学正門で下車していただき，正門から入って左手にすぐ創価女子短期大学，右
手に工学部があり，そのまま進むと右手に中央図書館，通りを挟んで，左手の創価女子短期
大学隣りの建物が会場の大教室棟となります。２階が学会発表と総会の会場，１階のニュー
プリンスホールが懇親会の会場となります。初日 1 日（土）の懇親会を会員の相互交流の場
として活用いただき，存分にお楽しみください。 

それでは，多くの皆さまのご参加を心よりお待ちしております。 
 

日本社会関連会計学会第 38 回全国大会 
準備委員⻑ 平岡秀福 

 



大会プログラム 
１日目 11 月 1 日（土） 11:00〜 受付   大教室棟 2 階（会場前） 

11:20〜12:15  理事会    S202 教室 
12:20〜13:10    会員総会 S201 教室 

 
13:20〜15:30    統一論題報告（S201 教室） 
        「社会関連会計からみた資本概念の再検討」解題 
        座⻑ 村井秀樹 氏（日本大学） 
13:30〜14:10    第１報告 島永和幸 氏（神⼾学院大学） 

「シングルマテリアリティと人的資本」 
14:10〜14:50    第 2 報告 劉  博   氏（川口短期大学） 

「鉄鋼業の脱炭素化における物量的要因と財務的要因の連関性： 
自然資本と環境会計の視点からの探索的分析」 

14:50〜15:30    第 3 報告  譚  鵬   氏（関⻄学院大学） 
「企業報告の変革と企業価値―サステナビリティ時代における 

情報開示の経済的効果―」 
 
15:40〜16:10  自由論題報告  (報告 25 分 質疑 5 分)  
第 1 会場 （S201 教室） 司会 北田皓嗣 氏（法政大学） 

報告者：金 宰弘 氏（群馬大学），東田 明 氏（名城大学） 
「環境情報システムと環境管理会計の活用が環境パフォーマンスに与える 

影響：経済的・制度的動機の調整効果に着目して」 
第 2 会場 （S202 教室） 司会  天王寺谷達将 氏（岡山大学） 
     報告者：田中優希氏（法政大学），中尾悠利子氏（関⻄大学） 

久住法子氏（一般社団法人コーポレート・アクション・ジャパン） 
「株主エンゲージメントと企業の脱炭素行動に関するシステマティック 

レビュー」 
 
16:15〜17:05  スタディ・グループ報告（最終報告） 
第１会場 （S201 教室）司会 冨増和彦 氏（愛知大学） 
        研究代表者 水野一郎 氏（関⻄大学） 

「パーパス経営と社会関連会計についての研究」 
第２会場 （S202 教室）司会 ⽊村⿇子氏（関⻄大学） 

研究代表者 中澤優介氏（愛知学院大学） 
「多元的価値追求社会における会計の役割に関する研究」 

 



17:10〜18:00    統一論題討論（S201 教室） 
座⻑ 村井秀樹 氏（日本大学） 
   島永和幸 氏（神⼾学院大学） 
   劉  博  氏（川口短期大学） 

譚   鵬  氏（関⻄学院大学） 
 

18:10〜19:40    懇親会 ニュープリンスホール（大教室棟１階） 
 
 
２日目 11 月 2 日（日） 自由論題報告（報告 25 分・質疑 5 分） 
 
第 1 会場（S201 教室）  
第 1 報告〜第 3 報告  司会 岡 照二 氏（関⻄大学） 
9:00〜9:30 第 1 報告 蒙 雪超 氏（創価大学）   
  「日中電力業における再生エネルギーの現状調査―環境管理会計の視点から―」 
9:35〜10:05 第 2 報告 原田佳明 氏（法政大学大学院・博士後期課程） 

「企業の持続可能な成⻑と統合報告の発行」 
10:10〜10:40 第 3 報告 東田 明 氏（名城大学），金 宰弘 氏（群馬大学） 
               「カーボン会計とパラドクス―共約化の視点から―」 
第 4 報告〜第 6 報告 司会 東田 明 氏（名城大学） 
10:45〜11:15 第 4 報告 吉田浩平 氏（東京大学大学院博士課程・公認会計士） 

「AASB1037 と IAS41 における「人間」の位置づけ」 
11:20〜11:50 第 5 報告 鈴⽊ 新 氏（就実大学） 

「シャトレーゼのプレジデント制に関する考察〜知的創造理論の観点から〜」 
11:55〜12:25 第 6 報告  吉本理沙氏，冨増和彦氏（愛知大学） 

「循環経済におけるダブルリサイクルループの成功要因と概念的枠組み」 
 
第２会場（S202 教室） 
第１報告〜第３報告 司会 川島和浩 氏 （東北工業大学） 
9:30〜10:00 第 1 報告 谷光 透 氏，竹原一希 氏（川崎医療福祉大学）， 

吉原弘起氏(広島大学大学院人間社会科学研究科・博士課程後期) 
「米国の医学教育における Value-Based Health Care の教育実践 

―日本での展開を視野に入れて−」 
10:05〜10:35 第 2 報告 天王寺谷達将 氏（岡山大学） 

「多元的価値追求社会におけるアカウンタビリティの固定化の回避 
―妥協の手段としての会計から―」 



10:40〜11:10  第 3 報告 ⿊⽊ 淳 氏（横浜市立大学） 
       「地方公共団体の財政に関する透明性と説明責任に関する研究」 
第 4 報告〜第 5 報告 司会 中尾悠利子 氏（関⻄大学） 
11:15〜11:45  第 4 報告 増子和起 氏（就実大学） 

「アカウンタビリティ研究の現状と課題〜Accountability for “the Other” 
をめぐって〜」 

11:50〜12:20  第 5 報告 林 健治 氏（日本大学） 
       「EU におけるサステナビリティ報告規制と開示行動について」 
 
12:30〜閉会挨拶（S201 教室） 向山敦夫 氏（日本社会関連会計学会・会⻑） 
 
大会参加費・懇親会費と参加申し込み 
              一般会員・シニア会員  学生会員    非会員 
大会参加費     2,000 円       無 料      2,000 円 
懇親会費      6,000 円      4,000 円      6,000 円 
 

大会，懇親会への参加申し込みは，10 月 24 日（金）までに，下記のフォームからお
願いいたします。なお，当日はネームホルダーにご自身で名刺を入れていただきます。 

https://forms.gle/gmD6soNvZif7G9v86 
大会参加費・懇親会費は，当日受付でお支払い下さい。 
会場までのアクセス：東京駅から  JR 中央線 中央特快で 51 分 JR 八王子駅で下車。 

新横浜駅から  JR 横浜線 快速で 39 分 JR 八王子駅で下車。 
JR 八王子駅北口階段を降りて左手を歩いていただくと，サンドラック・くまざわ書店

前の 14 番のりば（12:30 以降は北口階段を下りてさらに地下階段を利用して 11 番，12
番のりば）で創価大正門富士美術館行きまたは創価大学循環に乗車していただき，創価
大正門東京富士美術館で下車。 
 
☆問い合わせ先    〒192-8577 東京都八王子市丹⽊町 1-236 創価大学 平岡 秀福 
                          大学メールアドレス：shiraoka@soka.ac.jp  
                                  携帯メールアドレス：shukoro0923@icloud.com 
                                    緊急連絡先：090-8008-9152 

 


